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3 広報館林　

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
の
ご
厚
情
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
今
、
国
難
と
も
い
う
べ

き
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
少

子
高
齢
化
に
よ
る
「
人
口
減
少
」
は
今
後
ま

す
ま
す
本
格
化
す
る
一
方
で
あ
り
、
地
方
経

済
の
競
争
力
は
低
下
し
活
力
が
失
わ
れ
て
い

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
更
に
は
、

地
域
を
支
え
る
必
要
な
担
い
手
の
減
少
か
ら
、

地
域
の
輪
や
き
ず
な
も
希
薄
に
な
り
、
地
域

力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
政
府
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
を
施
行
さ
せ
、「
地
方
創
生
」

の
実
現
に
向
け
、
本
格
的
に
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
、
国
の
動
向
を
受
け
て
、
独
自
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
や
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
魅
力
と
活
力
あ
る
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。　

　

医
療
や
福
祉
、
介
護
を
は
じ
め
と
す
る
人

材
育
成
や
施
設
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

地
震
や
豪
雨
な
ど
の
被
害
に
も
対
応
で
き
る

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
地
域
の
活
性
化
と
活
力
を
維
持
・

発
展
さ
せ
る
た
め
の
四
季
型
観
光
地
化
や
企

業
誘
致
を
進
め
る
な
ど
、
産
業
振
興
に
も
最

大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
館
林
に
住
ん
で
ほ
ん
と
う
に
よ

か
っ
た
と
思
え
る
「
優
し
さ
と
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
安
定
し
た
行
政
運
営

を
着
実
に
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
第
五
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
計
画
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
生
か
し
、
い
っ

し
ょ
に
ま
ち
を
創
る
「
共
創
」
と
い
う
理
念

の
下
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
５

年
間
、
将
来
都
市
像
「
水
と
緑
と
人
が
輝
く

共
創
都
市
た
て
ば
や
し
」
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
あ
る
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
及
び
所
得

税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
収
入
と
控
除
の
額
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
１
月
18
日
㈪
か
ら
、
各

公
民
館
及
び
市
役
所
税
務
課
の
窓

口
に
申
告
書
を
用
意
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

■

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
居
住
し
、
同
27
年
中
に
営

業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
っ
た
か
た

■

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
給

与
所
得
者

①
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
な
か
っ

た（
勤
務
先
で
確
認
で
き
ま
す
）

②
給
与
所
得
の
他
に
営
業
、
農
業

や
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た

■

控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書

　

各
種
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
保
険
、
生
命
保
険
、

地
震
保
険
な
ど
）
を
支
払
っ
た

領
収
書
な
ど

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
　
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
（
当
日
は
申
告

も
受
け
付
け
ま
す
）

申
告
先
・
問
合
せ　

直
接
、
又
は

郵
送
で
市
税
務
課
市
民
税
係
（
〒

３
７
４ -

８
５
０
１　

市
役
所
内

内
線
６
０
５
～
６
０
７
）
へ

と
き

■

所
得
税　

２
月
16
日
㈫
～
３
月

　

15
日
㈫
（
還
付
申
告
は
１
月
１

　

日
㈷
か
ら
）

■

消
費
税　

１
月
１
日
㈷
～
３
月

31
日
㈭

■

贈
与
税　

２
月
１
日
㈪
～
３
月

15
日
㈫

※
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時（
土
・

　

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
１
月
１
日
㈷
か
ら
３
日
㈰
ま
で

　

は
郵
送
の
み
受
け
付
け

※
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ

　

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

と
こ
ろ　

館
林
税
務
署
（
仲
町
）

申
告
先
・
問
合
せ　

同
税
務
署（
℡

72-

４
３
７
３　

自
動
音
声
案
内
）へ

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
す
れ
ば
、
夜
間
や
休
日

な
ど
に
確
定
申
告
書
を
作
成
で

③
同
27
年
中
に
、
中
途
就
職
や
退

職
し
て
、
勤
務
先
で
年
末
調
整

が
済
ん
で
い
な
い

④
２
か
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給

与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
た

※
収
入
が
無
い
か
た
で
も
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

※
年
金
所
得
者
で
、
所
得
税
の
確

定
申
告
が
不
要
な
か
た
（
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
か
つ
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
）
で
も
、
所
得

控
除
を
追
加
す
る
場
合
、
市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す

持
参
す
る
物

■

申
告
案
内
は
が
き

■

筆
記
用
具
、
印
鑑

■

同
27
年
中
の
収
入
が
分
か
る
も
の

　

給
与
・
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収

　

票
の
原
本
（
コ
ピ
ー
不
可
）。事

　

業
を
し
て
い
る
か
た
は
、
収
支

内
訳
書

相談日 会場
１月29日㈮ 中部公民館
２月１日㈪ 六郷公民館
２月２日㈫ 西公民館
２月３日㈬ 分福公民館
２月４日㈭ 三野谷公民館
２月５日㈮ 渡瀬公民館
２月８日㈪ 多々良公民館
２月９日㈫ 郷谷公民館
２月10日㈬ 赤羽公民館
２月12日㈮ 大島公民館

２月16日㈫～
３月15日㈫

市役所501会議室
（５階）

時間　
■ 公民館　午前９時30分～午後３時
　30分
■ 市役所　午前９時～午後４時（土・
　日曜日を除く）
※待合室は午前８時30分に開場
問合せ　市税務課市民税係（内線6 0 5
～6 0 7）

納
付

税
目
・
納
期
限

▪
市
・
県
民
税
　
　
　
第
４
期

▪
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
７
期

納
期
限
は
２
月
１
日
㈪
で
す

※
口
座
振
替
日
は
２
月
１
日
㈪

　

の
１
回
で
す
。
前
日
ま
で
に

　

口
座
残
高
の
確
認
を
お
願
い

　

し
ま
す

夜
間
納
税
相
談

と
き
　
２
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・

15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪ 

午
後
７
時
ま
で

と
こ
ろ　

納
税
課

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

共
通
事
項

問
合
せ　

同
課
（
内
線
６
８
０
）

市
税
の
納
付
・
相
談

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

各
種
控
除
に
つ
い
て

市・県民税の申告相談

の との と
申告期間

２ ３16 15月 月日 日～火 火

き
ま
す

問
合
せ

■

医
療
費
及
び
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
な
ど　

市
税
務
課
市
民
税
係（
内

　

線
６
０
５
～
６
０
７
）

■

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
　
専

　

用
ダ
イ
ヤ
ル
（
℡
０
５
７
０-

　

０
５
８-

５
５
５
）

■

介
護
保
険
要
介
護
等
認
定
者
の

　
障
害
者
控
除
、
お
む
つ
に
か
か

　
る
医
療
費
控
除　

市
介
護
高
齢

　

課
介
護
調
査
係（
内
線
５
１
０
）



　産業振興の取り組みを強化・拡充すると
ともに、社会環境の変化に柔軟に対応しな
がら、創業前から事業拡大までのさまざま
な段階に応じた切れ目ない支援を行います。

　豊かな市民生活の実現に向けたまちづく
りの取り組みを強化・拡充するとともに、
本市の魅力を市内外にアピールし、本市へ
の移住・定住希望者を増やします。

　子育て支援の取り組みを強化・拡充する
とともに、結婚や出産（産前・産後）・子育
ての支援を継続的に行います。

　地域間の連携や交通網の利便性を向上さ
せるなど、人口減少下でも持続可能で活力
のあるまちを目指します。

①農産物の付加価値化や農業の担い手確保
　による農業振興
②企業誘致の促進や地元企業への経営支援
③産業の振興と創業支援
④観光産業の振興と交流人口の増大

①館林の「食」文化の魅力発信
②シティプロモーションの推進
③「移住・定住」の促進

①結婚を希望する人への支援
②妊娠・出産を希望する人への支援
③子育て支援

①社会変化に対応したまちづくり
②空き家・空き店舗の利活用
③活気があり利便性の高い生活圏の形成
④健康づくりの推進
⑤地域連携による消防・防災の充実

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
を

示
す
た
め
、
２
０
６
０
年
の
将
来
展
望
人
口
を
定
め

た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め

の
総
合
戦
略
の
基
礎
と
し
て
位
置
付
け
る
も
の
で
す
。

　

総
合
戦
略
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
向
け
た
５
か
年
の
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
戦
略
で
は
、
４
つ

の
基
本
目
標
を
定
め
、
本
市
の
特
色
と
地
域
資
源
を
生
か
し
、
館
林
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
た
め
の
施
策
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

■
計
画
期
間　

平
成
27
年
度
～
平
成
31
年
度
（
５
年
間
）　 　

本
市
の
人
口
は
、
２
０
０
５
年  

  （
平
成
17
年
）
の
７
万
９
４
５
４

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お

り
、
人
口
動
態
な
ど
を
踏
ま
え
た

国
の
推
計
で
は
、
２
０
６
０
年
に
、

４
万
６
０
０
０
人
に
ま
で
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
老
年
人
口
割
合
の
増

加
は
、
社
会
保
障
費
の
増
大
や
経

済
規
模
の
縮
小
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
目
指
す
べ
き

将
来
の
方
向
を
定
め
、
こ
れ
に
沿

っ
た
政
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
２
０
６
０
年
に
お
い
て
人

口
５
万
６
０
０
０
人
を
確
保
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
、
持
続
可
能
な

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

※
持
続
可
能
（
な
ま
ち
）
と
は
…

　

現
在
の
豊
か
な
環
境
（
快
適
な

　

暮
ら
し
や
文
化
、
地
域
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
ー
な
ど
）
を
維
持
・
保

　

全
し
、
将
来
の
世
代
に
継
承
し

　

て
い
く
こ
と

人
口
の
現
状
と
将
来
展
望

　　　　　　地方における安定した雇用を創出する基本目標

基本目標

基本目標

基本目標

　　　　　　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

　　　　　　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、
　　　　　　地域と地域を連携する

　　　　　　地方への新しい人の流れをつくる

5 6 , 0 0 0人 2 0 6 0 年の将来展望人口

ジョン」と　「総合戦略」を策定
しました。地方創

生を実現するためには、市民・
企業・行政などが

力を合わせ、市全体で取り組ん
でいく必要があり

ます。なお、計画の詳しい内容
は、市の公式ホー

ムページで確認することができ
ます。

　少子高齢化による日本の人口
減少は、今後ます

ます進むことが予測されていま
す。本市において

も例外ではなく、人口は2 0 0 5 年（平成17年）以

降減少に転じており、対応は待
ったなしの状況に

なっています。この現状を打破
するべく、「人口ビ
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ストップ自然減
出生率の段階的な向上

ストップ社会減
若い世代の転出抑制、転入増

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2050 20602045 20552040

85,000

80,000

75,000

70,000

65,000

60,000

55,000

50,000

45,000

40,000

78,608

78,608
76,684

76,695
74,604

74,381
72,220

71,552
70,002

67,536

64,891
68,350 63,082

57,746
54,155

50,459

46,692

館林市の将来展望人口

国立社会保障・人口問題研究所の推計

60,852
58,576

56,278

（人）

（年）

65,311

61,325

国
の
推
計
よ
り
約
１
万
人
増
加

１

２

３

４

企画課まちひとしごと創生係（内線 333）
問



　
　
　
　
　
れ
の
日
も
雨
の
日
も
、

　
　
　
　
　

私
た
ち
を
目
的
地
ま

　
　
　
　
　

で
安
全
に
送
り
届
け

て
く
れ
る
路
線
バ
ス
。
学
校
へ
の

通
学
、
会
社
へ
の
通
勤
な
ど
で
利

用
す
る
人
に
と
っ
て
は
毎
日
の
足

と
し
て
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

毎
日
市
内
を
巡
回
し
て
い
る
路
線

バ
ス
は
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
日

常
に
溶
け
込
ん
で
い
る
風
景
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
路
線
バ
ス

を
取
り
巻
く
状
況
は
現
在
、
分
岐

点
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
館
林
市
で
は
８
路
線
で
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
平
日
、

全
路
線
を
走
る
バ
ス
の
合
計
走
行

距
離
は
約
２
０
５
０
㎞
。
利
用
者

数
は
平
成
26
年
度
で
28
万
２
１
３

２
人
。
前
年
度
と
比
較
し
て
約
４

０
０
０
人
程
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
目
を
向
け
る
と
路
線
バ

ス
の
利
用
者
は
、
平
成
２
年
度
の

65
億
人
か
ら
同
12
年
度
に
は
48
億

人
、
同
22
年
度
に
は
42
億
人
と
減

少
傾
向
に
歯
止
め
が
利
か
な
い
状

況
で
す
。
こ
の
結
果
、
不
採
算
路

線
か
ら
の
撤
退
な
ど
で
、
地
域
の

路
線
バ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大

幅
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
同
21
年

度
か
ら
同
25
年
度
ま
で
の
５
年
間

に
約
６
４
６
３
㎞
の
路
線
が
他
に

輸
送
手
段
の
な
い
状
態
で
廃
止
さ

れ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
館
林
市
か

ら
高
知
市
ま
で
の
約
10
倍
の
直
線

距
離
に
相
当
し
ま
す
。

路
線
バ
ス

路
線
バ
ス

路
線
バ
ス

路
線
バ
ス
に
…

　
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
？

　
　
　
　
　

巻
昌
美
さ
ん
は
館
林

　
　
　
　
　

で
10
年
以
上
路
線
バ

　
　
　
　
　

ス
の
ハ
ン
ド
ル
を
握

る
ベ
テ
ラ
ン
運
転
士
。
現
場
の
最

前
線
で
路
線
バ
ス
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
を
見
て
き
ま
し
た
。「
長

年
勤
め
て
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん

た
ち
が
団
塊
の
世
代
だ
っ
た
の
で
、

こ
こ
数
年
で
大
量
に
退
職
し
て
い

き
ま
し
た
。
ど
こ
の
バ
ス
会
社
さ

ん
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
が
大
変

だ
と
聞
き
ま
す
」
と
西
巻
さ
ん
。

　

平
成
20
年
を
境
に
日
本
は
人
口

減
少
社
会
に
突
入
し
ま
し
た
。
バ

ス
利
用
者
の
減
少
だ
け
で
な
く
、

運
転
士
の
減
少
も
深
刻
な
問
題
だ

と
い
い
ま
す
。
運
転
士
不
足
の
た

め
、
運
行
本
数
を
減
ら
し
た
り
、

廃
止
す
る
な
ど
の
対
応
を
迫
ら
れ

て
い
る
路
線
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
館
林
市
も
決
し
て
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
月
１
日
か

ら
利
用
者
の
少
な
い
日
曜
祝
日
の

一
部
路
線
を
運
休
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す（
詳
し
く
は
下
段
）。

　

西
巻
さ
ん
は
「
利
用
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
意
見
と
し
て
、
も
っ
と

運
行
本
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と

い
う
内
容
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。

運
行
本
数
が
増
え
れ
ば
単
純
に
利

用
者
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
分
経
費
が
か
さ
ん
で
し
ま
い

ま
す
し
、
担
当
す
る
運
転
士
の
数

も
足
り
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

本
数
を
減
ら
す
な
ど
し
て
バ
ス
の

利
便
性
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
と
、

利
用
者
の
選
択
肢
か
ら
路
線
バ
ス

と
い
う
交
通
手
段
が
外
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
路
線
バ
ス

の
運
行
に
は
、
難
し
い
問
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て

い
た
だ
い
た
、
西
巻
運
転
士
の
小

学
生
の
頃
の
夢
は
バ
ス
の
運
転
士
。

ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
職
業
に
現
在

就
い
て
い
る
西
巻
運
転
士
に
、
そ

の
魅
力
を
聞
く
と
「
バ
ス
の
運
転

士
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
の
笑

顔
に
出
会
え
る
こ
と
。
お
客
様
に

あ
り
が
と
う
と
言
葉
を
か
け
て
も

ら
え
る
の
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
つ
ゝ
じ
観
光
バ
ス
で
は
、
小

学
生
や
地
域
の
か
た
が
た
を
対
象

に
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
に
路
線
バ
ス
に
も
っ

と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

未
来
の
バ
ス
や
理
想
の
バ
ス
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
て

も
ら
い
、
車
内
に
展
示
す
る
企
画

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
路
線
バ
ス
の
存
在
を
よ
り
多

く
の
か
た
に
知
っ
て
も
ら
い
、
魅

力
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
西
巻
運
転
士
は
笑
顔

で
語
り
ま
す
。

地域の笑顔と元気を運ぶ
路線バスの運転士

晴西

　

利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
乗
務
員

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
全
路
線

で
使
用
で
き
る
定
期
券
に
変
わ
り
ま
す
。

発
売
時
期　

平
成
28
年
１
月
か
ら

販
売
価
格

▪
一
般　

７
２
０
０
円
（
１
か
月
）、

　

２
万
５
２
０
円
（
３
か
月
）

▪
１
歳
～
大
学
生
・
65
～
70
歳
未
満

　

３
０
０
０
円
（
１
か
月
）、８
５
５

　

０
円
（
３
か
月
）

販
売
場
所　

つ
ゝ
じ
観
光
バ
ス
㈱
（
℡

71-

２
１
０
０
）、館
林
観
光
バ
ス
㈱

（
℡
72-

３
３
８
８
）

　

公
共
路
線
バ
ス
運
行
会
社
は
、
国

よ
り
バ
ス
乗
務
員
の
労
働
時
間
適
正

化
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
路
線
バ
ス
乗
務
員
確
保
は
全
国

的
に
も
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
利
用
者
の
少
な
い
日
曜

祝
日
を
運
休
し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

２
月
１
日
㈪
か
ら

運
休
路
線　

館
林
・
板
倉
北
線
、
館

林
・
明
和
・
板
倉
線
、
館
林
・
明
和
・

千
代
田
線
、
館
林
・
邑
楽
・
千
代
田
線

※
渡
瀬
巡
回
線
は
平
成
26
年
５
月
よ

　

り
運
休

問
合
せ　

安
全
安
心
課
交
通
政
策
係

（
内
線
３
２
９
）

全
線
共
通
定
期
券
の
導
入

日
曜
祝
日
の
運
休
に
つ
い
て

共
通
事
項

路
線
バ
ス
に
つ
い
て

た
い
せ
つ
な
お
知
ら
せ

つゝじ観光バス㈱運転士

さん西
にし

巻
まき

昌
まさ

美
み

出発進行～♪

特　集



路線バスに

乗ってみま
した♪

ミス館林フラワーレディ

新
にい

部
べ

莉
り

奈
な

さん

木
き

村
むら

忠
ただ

重
しげ

さん 橋
はし

本
もと

富
ふ

美
み

子
こ

さん

ＧｏＧｏＧｏＧｏBusBus

市役所で配ってる
路線図・時刻表
とっても便利♪

寒
い
～

早
く
来
な
い
か
な
。

おはよう
ございます。

ぽんちゃんと
いたくらん発見！
かわいぃ～♪

どちらまで
行くんですか？

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

すごい！乗降口が
スロープ式に！

小学生のポスター
が掲示されてる！
※現在は終了

板倉東洋大前駅
までです！！

無事到着～
♪

またぜった
い利用しま

す。とっても快
適でした！

病院に行くため
に、路線バスを
利用しています。
車内はとても快
適ですし、時間
さえ合えば便利
で助かります。

家族に車で送迎
してもらうこと
が難しいときは、
路線バスで病院
に行きます。い
つも安心して乗
っていられます。

環境にもお財布にも
優しい路線バスを利
用してみませんか？

利用者の声
利用者の声

学生さんは100円
になります♪

　
　
　
　
　
回
の
取
材
を
通
し
て

　
　
　
　
　

市
民
の
か
た
が
た
か

　
　
　
　
　

ら
「
バ
ス
停
の
場
所

や
路
線
経
路
が
分
か
ら
な
い
」、　「
運

行
時
間
が
う
ま
く
合
わ
ず
、
乗
車

で
き
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
自
家
用
車
で
じ

ゅ
う
ぶ
ん
。
バ
ス
は
乗
ら
な
い
か

ら
い
ら
な
い
」
と
考
え
て
い
る
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
自
家
用
車
を
所
有
し
て
い
な

い
人
や
、
学
生
・
高
齢
者
に
と
っ

て
は
路
線
バ
ス
が
か
け
が
え
の
な

い
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
は
事
実

で
す
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
バ
ス

暮らしやすい地域のために
路線バスは地域の宝

停
で
、
バ
ス
を
待
つ
中
島
敬
三

郎
さ
ん
は
、
取
材
で
知
り
合
っ

た
乗
客
の
中
で
最
年
長
の
94
歳
。

路
線
バ
ス
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
交
通
手
段
だ
と
言
い
切
り
ま

す
。「
現
在
は
車
を
持
っ
て
い
な

い
の
で
、
移
動
手
段
は
も
っ
ぱ

ら
路
線
バ
ス
で
す
。
今
日
は
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
用
事
が

あ
っ
て
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
た
。

少
し
遠
く
へ
出
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
な
ど
は
と
て
も

便
利
で
す
。
私
の
よ
う
に
車
を

運
転
で
き
な
い
人
に
は
路
線
バ

ス
は
と
て
も
た
い
せ
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
存
続
し
て

ほ
し
い
」。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
社

会
に
な
り
、
路
線
バ
ス
な
ど
の

地
域
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
衰

退
は
、
自
ら
自
動
車
を
運
転
で

き
な
い
高
齢
者
の
生
活
に
直
接

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
路
線
バ
ス
で
外
出

今

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
か
た
か
ら
、
生
き
が
い
を
奪

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
つ
ゝ
じ
観
光
バ
ス
㈱

の
西
巻
運
転
士
は
「
今
現
在
、

自
動
車
を
運
転
で
き
る
人
に
と

っ
て
は
路
線
バ
ス
に
全
く
関
心

が
無
い
人
も
多
い
は
ず
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
20
年
、
30
年
後

に
年
を
取
っ
て
、
自
動
車
が
運

転
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
の
こ

と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

路
線
バ
ス
は
か
け
が
え
の
な
い

移
動
手
段
に
な
る
は
ず
で
す
。

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
に
は
一
度

は
、
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た

だ
き
、
興
味
と
関
心
を
持
っ
て

ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

ふ
だ
ん
何
げ
な
く
市
内
を
巡

回
し
て
い
る
路
線
バ
ス
。
あ
た

り
ま
え
の
よ
う
に
走
っ
て
い
た

路
線
バ
ス
が
、
あ
る
日
突
然
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
想
像

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
人
は
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
そ

の
た
い
せ
つ
さ
に
気
づ
く
も
の

で
す
。
路
線
バ
ス
に
対
す
る
多

様
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、
利
用

者
の
増
加
を
図
り
、
路
線
を
存

続
し
て
い
く
こ
と
に
は
、
た
く

さ
ん
の
困
難
や
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
民
の
か
た
の
利

用
な
く
し
て
路
線
バ
ス
の
存
続

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
路
線
バ
ス

は
地
域
の
宝
物
だ
と
い
う
こ
と

を
胸
に
刻
み
、
活
気
あ
る
、
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
も
、
路
線
バ
ス
を
使
っ
て

ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

路線バスの到着を待つ
中
なか

島
じま

敬
けい

三
ざぶ

郎
ろう

さん
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●代表☎72 - 4111 市役所からのお知らせ

売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

入
札
受
付
期
間　

１
月
12
日
㈫
～
29
日

㈮　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

入
札
・
開
札
日　

２
月
14
日
㈰

と
こ
ろ　

市
役
所
５
０
１
Ａ
会
議
室

必
要
書
類　

▪
入
札
参
加
申
込
書
、
誓
約
書　

財
政

課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す

▪
印
鑑
登
録
証
明
書

▪
住
民
票
（
法
人
の
場
合
、
法
人
登
記

簿
謄
本
、又
は
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
）

※
入
札
参
加
者
は
入
札
保
証
金
が
必
要

申
込
み
・
問
合
せ　

入
札
受
付
期
間
に
、

必
要
書
類
を
直
接
、
同
管
財
係
（
内
線

３
１
３
）
へ

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

物件
番号 所在地 登記

地目 地積 最低売却価格

１
新宿一丁目乙
113-1

宅地 405.91㎡ 8,970,000 円

２
新宿一丁目
14-25

畑
（現況宅地）

269㎡ 4,931,000 円

３
入ヶ谷町字前田
1597-5

宅地 175.32㎡ 1,954,000 円

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

一
般
競
争
入
札
に
よ
り

お知らせ

売却物件

入
学
準
備
の
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

金
券
の
使
用
期
限
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

平
成
28
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
予
定
の
子
ど
も
の
保
護
者
を
対
象
に

金
券
を
お
持
ち
の
か
た
は
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

お知らせ

お知らせ

と
こ
ろ　

各
小
学
校

持
参
す
る
物　

上
履

き
、
筆
記
用
具
、
各

小
学
校
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
物

問
合
せ　

学
校
教
育
課
学
事
係
（
内
線

２
２
１
）

※
詳
細
は
、
入
学
予
定
の
小
学
校
へ
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

平
成
27
年
度
発
行
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

館
林
市
金
券
（
青
色
）
の
使
用
期
限
は

１
月
31
日
㈰
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
持
ち
の
か
た
は
、
金
券
が
使
え
る
市

内
の
お
店
で
期
限
内
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
金
券
登
録
店
の
か
た
も

必
ず
２
月
29
日
㈪
ま
で
に
換
金
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

商
工
課
商
業
係
（
内
線
２
０
５
）

　

校名 期日 受付開始
時間

一小 ２月３日㈬ 13：00
二小 ２月５日㈮ 13：10
三小 ２月３日㈬ 13：30
四小 １月28日㈭ 13：00
五小 ２月２日㈫ 13：40
六小 ２月３日㈬ 13：00
七小 ２月３日㈬ 13：30
八小 ２月５日㈮ 15：00
九小 １月29日㈮ 13：40
十小 ２月２日㈫ 14：00
美園小 ２月３日㈬ 13：30

対
象　

母
子
（
父
子
）
家
庭
及
び
父
母

の
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
で
、
18
歳
以

上
20
歳
未
満
の
か
た

補
助
額　

２
万
円

申
込
み　

母
子
（
父
子
）
家
庭
証
明
書

（
市
こ
ど
も
福
祉
課
で
発
行
）
を
添
え

て
、
館
林
自
動
車
教
習
所
（
℡
72

─

３

５
２
４
）
へ

※
証
明
書
の
発
行
に
は
、
必
要
な
書
類

　

が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
事
前
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
費
用
が
補
助
さ
れ
ま
す

母
子
（
父
子
）
家
庭
及
び
父
母
の
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
を
対
象
に

お知らせ

問
合
せ　

同
子
育
て
支
援
係
（
内
線
６

７
１
）

　
平
成
28
年
度
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
１

ユ
ニ
ッ
ト
・
定
員
９
人
）
と
、
混
合
型

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
施
設
（
介

護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
定
員
50
人
）

を
運
営
す
る
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
運
営
事
業
者
公

募
説
明
会

と
き
　
２
月
３
日
㈬　

午
前
９
時
30
分

混
合
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
施

設
設
置
運
営
事
業
者
公
募
説
明
会

と
き
　
２
月
３
日
㈬　

午
前
11
時

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
１
Ｂ
会
議
室

応
募
資
格
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
応
募
条
件
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

※
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
、
応

　

募
は
で
き
ま
せ
ん

申
込
み
　
１
月
22
日
㈮
か
ら
29
日
㈮
の

午
後
５
時
ま
で
に
、出
席
者
報
告
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
直
接

介
護
高
齢
課
高
齢
政
策
係
へ
　

問
合
せ　

同
高
齢
政
策
係 （
内
線
６
２
１
）

介
護
施
設
な
ど
の
運
営
事
業
者
を
募
集

館
林
の
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
向
け
て

募　集

　

市
の
広
報
に
対
し
て
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
よ

り
親
し
み
や
す
く
見
や
す
い
広
報
紙
を

目
指
す
た
め
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
又
は

在
学
す
る
20
歳
以
上
の
か
た

募
集
人
員　

３
人
程
度

内
容　

会
議
へ
の
出
席
な
ど

※
年
４
回
程
度
の
会
議
を
開
催
し
、
広

　

報
館
林
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

の
意
見
を
伺
い
ま
す

任
期　

４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31

日
（
１
年
間
）

申
込
み
・
問
合
せ　

３
月
４
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
（
秘
書
課
及
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
広
聴

広
報
係
（
〒
３
７
４-

８
５
０
１　

市

役
所
内　

72-

３
２
９
７　

koho
@

city.tatebayashi.gunm
a.jp　

内
線

３
４
３
）
へ

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

よ
り
よ
い
広
報
紙
作
り
の
た
め
に

募　集

を
描
き
ま
す
。
作
品
は
４
月
下
旬
か
ら

５
月
下
旬
に
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
飾
花
会
場
（
県
立
館
林
女
子
高
等
学

校
南
側
フ
ェ
ン
ス
）
に
展
示
し
ま
す

講
師　

柳
や
な
ぎ

澤さ
わ

顕あ
き
ら

さ
ん
（
美
術
作
家
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
　
１
月
６
日
㈬
の
午
前
９
時
30

分
か
ら
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
又
は
直

接
同
館
（
℡
72-

８
１
８
８　

72-

８
３
３
８
）
へ

問
合
せ　

同
館
、
又
は
市
緑
の
ま
ち
推

進
課
緑
化
政
策
係
（
内
線
４
１
６
）
へ

あ
ん
だ
ん
て
美
術
館
展
示
作
品
を
制
作
し
ま
せ
ん
か

市
民
参
加
に
よ
る
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

募　集

　

花
と
緑
の
館
林
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

県
立
館
林
美
術
館
と
連
携
し
て
花
と
緑

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中
に
イ
ベ
ン

ト
会
場
（
あ
ん
だ
ん
て
美
術
館
）
に
展

示
す
る
絵
を
制
作
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ

に
作
品
を
制
作
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
19
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

県
立
館
林
美
術
館（
日
向
町
）

対
象　

小
学
４
～
６
年
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ー
ド
（
縦
90

㎝
×
横
１
８
０
㎝
）
に
花
と
緑
の
ま
ち

日
本
一
暑
い
ま
ち
の
暑
さ
対
策
に
関
す

る
事
業
へ

▪
10
万
円　

邑ゆ
う

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　

コ
ン
ペ

▪
３
万
円　

匿
名 

緑
の
風
薫
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
へ

▪
４
万
７
８
７
０
円　

館
林
市
婦
人
防

　

火
ク
ラ
ブ
連
合
会

教
育
・
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

関
す
る
事
業
へ

▪
５
万
円　

館
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

地
域
医
療
の
充
実
に
関
す
る
事
業
へ

▪
２
万
円　

匿
名

環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業
へ

▪
１
０
０
万
円　

㈱
横
田
商
事

▪
６
万
９
６
５
０
円　

館
林
広
域
再
生

　

資
源
事
業
協
同
組
合

▪
４
万
２
０
０
０
円　

第
28
回
市
民
の

　

つ
ど
い
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
出

　

店
者
一
同

▪
８
０
８
４
円　

館
林
ク
ロ
メ
ダ
カ
の

　

会
・
館
林
ム
ジ
ナ
モ
を
守
る
会

高
齢
者
等
の
保
健
福
祉
の
向
上
に
関
す

る
事
業
へ

▪
６
万
３
５
０
０
円　

㈲
鈴
木
造
花
店

▪
１
万
４
９
７
４
円　

館
林
建
築
業
組
合

そ
の
他

▪
砂
利
14
ト
ン　

渡
瀬
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
へ
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

い
た
だ
い
た
寄
附
は
各
事
業
へ
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

寄　附

 たてばやし

金券はた
いせつに

使ってぽ
ん！
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お
知
ら
せ

と
き　

１
月
18
日
㈪　

午
後
２
時

～
８
時
（
雨
天
の
場
合
は
21
日
㈭

に
延
期
）

と
こ
ろ　

か
ご
め
通
り
商
店
街
な
ど

内
容　

屋
台
村
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

福
引
抽
選
会
な
ど

※
だ
る
ま
供
養
を
希
望
の
か
た
は

　

古
い
だ
る
ま
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
福
引
抽
選
券
は
１
月
５
日
㈫
か

　

ら
18
日
㈪
ま
で
に
、
か
ご
め
通

　

り
商
店
街
で
買
い
物
を
し
た
か

　

た
に
配
布

と
き　

１
月
16
日
㈯　

午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス（
美
園
町
）

内
容　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
に
よ
る
、
家
族
や
家
庭
に
感

謝
す
る
作
文
の
発
表
と
表
彰

入
場
料　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
内
線
２
２
４
）

と
き　

２
月
１
日
㈪　

午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
３
号
室

内
容　

環
境
分
野
で
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
団
体
や
個
人
の
顕
彰
式

と
、
受
賞
者
の
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
す
る
事
例
発
表
会

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

地
球
環
境
課
環
境
政
策

係
（
内
線
４
５
１
）

　

魅
力
的
な
お
店
に
す
る
た
め
の

逸
品
を
発
掘
し
て
、
お
店
を
元
気

に
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
２
日
㈫　

午
後
７
時

　

石い
わ

見み

拓た
く

さ
ん
（
京
都
大
学
環
境

　

安
全
保
健
機
構
健
康
管
理
部
門

　

教
授
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ　

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

（
℡
72

─

３
１
４
０
）

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
12
月
に
締

結
さ
れ
た
賃
借
料
水
準
を
、
参
考

に
公
表
し
ま
す
。
実
際
の
契
約
は

貸
し
手
と
借
り
手
の
両
者
で
よ
く

協
議
し
た
上
で
取
り
決
め
を
し
て

く
だ
さ
い
。

賃
借
料
水
準（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）

■

田　

８
５
０
０
円　

■

畑　

７
４
０
０
円

※
市
内
各
地
区
の
賃
借
料
を
平
均

し
た
も
の
で
す

※
畑
は
主
に
陸
田
で
す

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
（
内
線
２
３
２
）

問
合
せ　

斉さ
い
と
う藤

進す
す
む

さ
ん
（
同
商
店

街
会
長　

℡
72

─

２
０
０
８
）、又

は
市
商
工
課
商
業
係 （
内
線
２
０
５
）

と
き　

２
月
６
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

城
沼
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
の
幼
稚
園
・
保

育
園
年
長
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で

の
女
児
と
保
護
者

内
容　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
お
姉

さ
ん
た
ち
と
室
内
で
玉
入
れ
や
パ

ン
食
い
競
走
な
ど
を
行
い
ま
す

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

上
履
き

申
込
み
・
問
合
せ　

１
月
22
日
㈮

ま
で
に
、
草く

さ

野の

二ふ

美み

子こ

さ
ん
（
館

林
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
66
団
代
表

℡
73

─

２
０
３
９
）、又
は
市
生
涯

学
習
課
青
少
年
係 （
内
線
２
２
９
） へ

と
き　

２
月
13
日
㈯　

午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

定
員　

５
１
２
人
（
先
着
順
）

内
容　

日ひ

高だ
か
の
り憲
男お

さ
ん
（
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
・
ボ
ー
カ
ル
）、倉く

ら
さ
わ
だ
い

沢
大
樹じ

ゅ

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、渡わ

た
な
べ
こ
う
ぞ
う

辺
好
造
さ
ん

 

（
ベ
ー
ス
）
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト

※
午
後
１
時
か
ら
、
抹
茶
の
無
料

　

提
供
を
行
い
ま
す
（
先
着
１
５

　

０
人
）

入
場
料　

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

１
月
13
日
㈬
か

ら
、
文
化
会
館
、
同
ホ
ー
ル
及
び

生
涯
学
習
課
へ

問
合
せ　

相あ
い
か
わ
し
ず

川
静
夫お

さ
ん
（
生
涯

学
習
館
林
市
民
の
会　

℡
73

─

２

３
７
６
）、又
は
市
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
（
内
線
２
２
４
）

●
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
第
７
期

納
期
限
は
２
月
１
日
㈪
で
す
。　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係
（
内
線
６
６
９
）、保
険
年
金
課
給
付
係
（
内
線
６
２
６
）

●
ケ
イ
ド
リ
ー
ム
ス
・
ド
ー
ム
２
月
の
日
程

２
月
１
日
㈪
～
３
日
㈬
、
５
日
㈮
～
29
日
㈪　

ケ
イ
ド
リ
ー
ム
ス
・
ド
ー
ム
館
林
☎
75-

０
３
５
５

30
分
～
９
時

と
こ
ろ　

館
林
商
工
会
議
所
（
大

手
町
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ　

 

「
逸
品
で
お
店
が
元
気

に
な
る
～
活
性
化
の
切
り
札
『
一

店
逸
品
運
動
』
～
」

講
師　

太お
お

田た

巳み

つ津
彦ひ

こ

さ
ん
（
一
店

逸
品
運
動
協
会
理
事
長
）

参
加
料　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

１
月
５
日
㈫

か
ら
28
日
㈭
ま
で
に
、
商
工
課
商

業
係
（
内
線
２
０
５
）
へ

と
き　

２
月
５
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～
４
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

定
員　

２
２
０
人
（
先
着
順
）

内
容
・
講
師

■

第
１
部
基
調
講
演
「
地
域
包
括

　

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
～
目
指
す
地

　

域
像
の
実
現
に
向
け
て
～　

長な
が

　

瀬せ

純じ
ゅ
ん

治じ

さ
ん
（
公
益
財
団
法
人

　

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
）

■

第
２
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

　

ョ
ン「
地
域
活
動
事
例
を
通
し
て
」

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

介
護
高
齢
課
地
域
支
援

係
（
内
線
６
７
５
）

と
き　

２
月
６
日
㈯　

午
後
１
時

30
分

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル　

定
員　

５
０
０
人
（
先
着
順
）　

テ
ー
マ　

 

「
最
愛
の
人
を
救
う
た

め
に
」

内
容

■

地
域
の
医
療
従
事
者
に
よ
る
現

　

状
報
告

■

特
別
講
演
「
～
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
お

　

う
～
心
臓
突
然
死
か
ら
救
う
た

　

め
に
皆
さ
ん
に
出
来
る
こ
と
、

　

皆
さ
ん
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
」 

地
域
活
性
化
講
演
会

地
域
包
括
ケ
ア
の

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

ミ
ニ
運
動
会

家
庭
の
日
大
会

催
し
物

農
地
の
賃
借
料
情
報

館
林
市
環
境
賞

顕
彰
式
と
事
例
発
表
会

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

広報たてばやし　12月1日掲載

総額

無料 受付

35万円「樹木葬」販売開始！

総額20万円の永代供養墓も好評受付中

まずはご相談を。

緑に抱かれた、やすらぎの空間、グリーン・グレース

バラに囲まれたガーデニング区画からお選びできます。

墓所
販売中

14.08 久喜 45×180   スミ 1C

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　 　0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/
E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

あなたは大丈夫？　相続税のこと考えてますか？
悩む前にご相談を！（無料相談受付中　土・日・　可）

関東信越税理士会所属

あ な た の 相 続 税 を 試 算 し て み ま せ ん か ？
相 続 税 診 断 書 も 作 成 し て い ま す

関東財務局・関東経済産業局認定　経営革新等支援機関

館林厚生病院
健康講座

とき　１月25日㈪　午後
４時～５時（予定）
ところ　館林厚生病院３
階講堂
テーマ　 「狭心症・心筋
梗塞について」
講師　菊

き く

地
ち

聡
そ う い ち ろ う

一郎さん（同
病院医師）
参加費　
無料
申込み　
当日会場へ
問合せ　同病院総務課（℡
72 - 3140）
※録音、撮影はご遠慮く
　ださい

館
林
邑
楽
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

だ
る
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

太田巳津彦さん
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講
師　

荒あ
ら

井い

清せ
い
い
ち一

さ
ん

参
加
費　

４
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み　

１
月
４
日
㈪
か
ら
、
根ね

岸ぎ
し
ま
さ正
雄お

さ
ん
（
館
林
西
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ　

℡
０
８
０

─

１
３
０
１

─

１
２
１
２
）
へ

問
合
せ　

根
岸
正
雄
さ
ん
、
又
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係
（
城

沼
総
合
体
育
館
内　

℡
74

─

２
６

１
１
）

と
き
・
と
こ
ろ　

１
月
17
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
・
西
公
民
館
集
合

正
午
解
散
（
雨
天
決
行
）

内
容　

彫
刻
の
小こ

径み
ち

の
散
策
と
県

立
館
林
美
術
館
の
見
学

と
こ
ろ　

分
福
公
民
館

内
容　

茂
林
寺
沼
湿
原
の
現
状
や

昨
年
行
わ
れ
た
調
査
結
果
の
報
告
、

ヨ
シ
堆
肥
作
り

※
参
加
者
に
は
カ
キ
ツ
バ
タ
の
種

　

を
差
し
上
げ
ま
す

講
師　

青あ
お

木き

雅ま
さ

夫お

さ
ん
（
県
自
然

環
境
調
査
研
究
会
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

文
化
振
興
課
文
化
財
係

（
文
化
会
館
内　

℡
74

─

４
１
１
１
）

と
き　

２
月
６
日
㈯
～
27
日
㈯
の

土
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時
（
全

４
回
）

と
こ
ろ　

西
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
に
つ
い

て
学
び
ま
す　

　

発
行
部
数
約
３
万
部
の
平
成
28

年
度
「
た
て
ば
や
し
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
マ
ッ
プ
」
に
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

企
業
や
事
業
所
、
商
店
な
ど

※
規
制
業
種
・
内
容
が
あ
り
ま
す

規
格
（
１
枠
）

▪
大
き
さ　

縦
３
㎝
×
横
５
㎝

▪
色　

フ
ル
カ
ラ
ー

掲
載
料
（
１
枠
）　

１
万
５
０
０

０
円
（
税
込
み
）

申
込
み
・
問
合
せ　

１
月
６
日
㈬

か
ら
２
月
１
日
㈪
ま
で
に
、
申
込

書
（
緑
の
ま
ち
推
進
課
及
び
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
同

緑
化
政
策
係
（
内
線
４
１
７
）
へ

※
申
込
者
の
住
所
が
市
外
の
場
合

　

は
、
納
税
状
況
（
直
近
１
年
）

　

が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い

と
き　

２
月
７
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

※
豚
汁
の
配
布
が
あ
り
ま
す

参
加
費　

２
０
０
円
（
保
険
料
、

飲
食
代
）

※
小
・
中
学
生
は
無
料

持
参
す
る
物　

雨
具
、
飲
み
物

申
込
み　

１
月
10
日
㈰
ま
で
に
、

根ね

岸ぎ
し
ま
さ正

雄お

さ
ん
（
館
林
西
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ　

℡
０
８
０

─

１
３
０

１

─

１
２
１
２
）、又
は
同
公
民
館

（
℡
75

─

３
７
３
９
）
へ

問
合
せ　

根
岸
正
雄
さ
ん
、
又
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係
（
城

沼
総
合
体
育
館
内　

℡
74

─

２
６

１
１
）

●
源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す　

１
月
末
頃
に
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
へ
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
ら
れ
ま
す
。　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０ -

05-

１
１
６
５
）

●
献
血　

１
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
。　

社
会
福
祉
課
社
会
係
（
内
線
６
３
０
）

講
座

教
室

 

・

と
き
・
対
象　

■

２
月
19
日
㈮　

生
後
５
～
８
か

　

月
の
乳
児
と
保
護
者

■

２
月
22
日
㈪　

生

　

後
９
か
月
～
１
歳

　

６
か
月
の
乳
幼
児

　

と
保
護
者

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
午

　

後
１
時

※
参
加
時
の
月
齢
で
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
10
組
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容　

卵
を
使
っ
た
簡
単
な
離
乳

食
の
調
理
実
習
と
試
食
・
交
流
会

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン

な
ど

申
込
み
・
問
合
せ　

１
月
13
日
㈬

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

（
同
セ
ン
タ
ー
内　

℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

※
調
理
中
は
母
子
保
健
推
進
員
が

　

子
ど
も
を
お
預
か
り
し
ま
す

講
話
「
肺
の
生
活
習
慣
病　

Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
を

知
ろ
う
」 

と
き　

１
月
21
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

八や

巻ま
き
え
い英
さ
ん
（
館
林
厚
生

病
院
医
師
）

医
師
の
個
別
健
康
相
談

と
き　

１
月
21
日
㈭　

午
後
２
時

30
分
～
３
時　

定
員　

５
人
程
度
（
先
着
順
）

共
通
事
項

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

１
月
４
日
㈪

か
ら
、
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り

係
（
同
セ
ン
タ
ー
内　

℡
74

─

５

１
５
５
）
へ

理
科
工
作
教
室
「
ス
ト
ロ
ー
回
転

ゴ
マ
を
つ
く
ろ
う
」

と
き　

２
月
７
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

内
容　

ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
て
、
プ

ロ
ペ
ラ
の
原
理
で
回
転
す
る
コ
マ

を
作
り
ま
す

参
加
費　

10
円
（
材
料
費
）

※
家
庭
の
日
の
た
め
入
館
無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

科
学
講
座
「
水
位
検
知
器
を
つ
く

ろ
う
」

と
き　

２
月
27
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
正
午

対
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

内
容　

簡
易
の
水
位
検
知
器
を
作

っ
て
し
く
み
を
学
び
ま
す

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
、

保
険
料
）

申
込
み　

１
月
23
日
㈯
の
午
前
９

時
か
ら
、
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館
（
℡
75

─

１
５
１
５
）
へ

共
通
事
項

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

向
井
千
秋
記

念
子
ど
も
科
学
館

と
き　

２
月
10
日
㈬　

午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

補
装
具
（
義
肢
、
装
具
な

ど
）
の
判
定
・
相
談
な
ど

持
参
す
る
物　

印
鑑
、
身
体
障
害

者
手
帳

申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係 （
内
線
６
７
３
） 

へ

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

※
障
が
い
が
重
く
、
会
場
に
来
ら

　

れ
な
い
か
た
は
、
医
師
が
訪
問

　

し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ

科
学
館

２
月
の
相
談

※　

と
き
、
　
と
こ
ろ
、
　
問
合
せ
。

　
平
日
の
場
合
、
祝
日
は
除
き
ま
す

２
月
の
相
談

～
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
～

心
配
ご
と
・
人
権
・
行
政
相
談

７
日
㈰
・
９
日
㈫
・
21
日
㈰
・

　

23
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
～

　

正
午

法
律
相
談
（
予
約
制
。
１
週
間

前
の
月
曜
日
　
午
前
９
時
か
ら

受
け
付
け
ま
す
）

２
日
㈫
・
９
日
㈫
・
16
日
㈫
・

　

23
日
㈫　

午
前
10
時
～
正
午

結
婚
相
談

14
日
㈰
・
28
日
㈰　

午
後
１

　

時
～
４
時　

女
性
の
た
め
の
結
婚
相
談

21
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

※

い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー

※

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
協
議

　

会
（
℡
75 -

７
１
１
１
）

年
金
相
談
（
予
約
制
。
１
週
間

前
の
木
曜
日
　
午
前
８
時
30
分

か
ら
受
け
付
け
ま
す
）

18
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
３
時

市
役
所
２
０
３
会
議
室

保
険
年
金
課
（
内
線
６
１
８
）

高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
（
60
歳

以
上
対
象
）

火
・
木
曜
日　

午
前
10
時
～

　

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
℡

　

74-

５
３
４
２
）

消
費
生
活
相
談

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～

　

午
後
４
時

・

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー （
℡

　

72-
９
０
０
２
）

外
国
人
相
談

９
日
㈫
・
23
日
㈫　

正
午
～

　

午
後
３
時

市
役
所
市
民
課
前

市
民
協
働
課 （
内
線
６
８
７
）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
相
談

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～

　

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分

市
民
セ
ン
タ
ー
分
室

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
相
談
室

　

 

（
℡
74-

９
５
５
１
）

労
働
相
談

・
９
日
㈫　

市
役
所
４
０
１
会
議
室

23
日
㈫　

市
役
所
２
０
３
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

　

４
時

商
工
課
（
内
線
２
０
６
）

若
者
キ
ャ
リ
ア
相
談
（
就
労
相

談
・
35
歳
以
下
対
象
。
予
約
制
）

12
日
㈮
・
24
日
㈬　

午
後
７

　

時
～
９
時

・

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
℡

　

72-

４
３
０
４
）

出
張
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
就
労
相
談
・
40
歳
未
満
対
象
。

予
約
制
）

12
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後

　

４
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

東
毛
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
（
℡
57-

８
２
２
２
）

相
談

お
医
者
さ
ん
の
ミ
ニ
講
演
会

茂
林
寺
沼
湿
原
自
然
学
習
会

理
科
工
作
教
室
と
科
学
講
座

身
体
障
が
い
者
の

補
装
具
巡
回
相
談
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

保
健

離
乳
食
教
室

放課後児童クラブの
入所説明会

　入所希望者は、説明会に参
加してください。
ひまわりクラブ（北成島町）
とき　１月29日㈮　午後７時
連絡先　℡74 - 5179
聖ルカ学童クラブ（大街道三
丁目）
とき　２月６日㈯　午前10時
連絡先　℡71 - 1172
三小東学童クラブ（尾曳町）
とき　２月６日㈯　午後１時
連絡先　℡73 - 2781
元気っ子児童クラブ （富士原町）
とき　２月６日㈯　午後１時
30分
連絡先　℡72 - 9139
スワンズ・キッズ（成島町）
とき　２月６日㈯　午後２時
連絡先　℡76 - 2015
風の子クラブ（大手町）
とき　２月６日㈯　午後６時
連絡先　℡72 - 1175
共通事項
問合せ　各クラブ、又は市こ
ども福祉課保育係 （内線6 3 9）
※詳しくはお問い合わせくだ
　さい

お
し
ゃ
べ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

in
館
林
美
術
館

募
集

　館林市史通史編第１巻『館林
の原始古代・中世』刊行に合わ
せ、最新の調査結果などを基に
館林の原始古代・中世に迫ります。
第１回「上杉謙信の館林城攻め」
とき　１月30日㈯
講師　簗

や な

瀬
せ

大
だ い す け

輔さん（市史編さ
ん専門委員）
第２回「上野三碑と田山花袋の
古代史」
とき　２月11日㈷
講師　前

ま え ざ わ か ず ゆ き

澤和之さん（市史編さ
ん専門委員）
共通事項
時間　午後２時～３時30分
ところ　文化会館３号室
定員　各70人（先着順）
参加費　無料
申込み・問合せ　１月５日㈫の
午前９時から、文化振興課文化
財係（同館内　℡74 - 4111）へ

館林歴史講演会

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
マ
ッ
プ

へ
の
広
告
掲
載



フォトキャンバス

市民の皆さんの
活動やイベントを
紹介するコーナーです

市 民 の
ひ ろ ば

file_258

消防団のことを多くの人に知ってほしい

（成島町）
野
の

村
むら

政
まさ

美
み

さん

強
い
使
命
感
を
持
っ
て

　
地
域
の
安
全
安
心
を
守
る

長
さ
せ
た
。
入
団
し
て
良
か
っ

た
」
と
、
今
は
話
し
ま
す
。

　

一
分
一
秒
を
争
い
、
一
瞬
の

迷
い
も
大
事
故
に
な
り
か
ね
な

い
災
害
現
場
。
そ
ん
な
緊
迫
し

た
状
況
で
、
消
防
署
を
後
方
支

援
し
、
消
火
・
防
災
活
動
や
救

助
活
動
な
ど
を
行
う
消
防
団
。

自
ら
が
最
前
線
を
経
験
し
た
か

ら
こ
そ
、「
現
場
で
団
員
が
迷
わ

ず
動
け
る
よ
う
、
私
が
し
っ
か

り
と
指
示
を
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

　

豊
富
な
経
験
と
強
い
責
任
感

で
団
を
ま
と
め
る
野
村
さ
ん
。

信
頼
し
合
う
仲
間
た
ち
と
と
も

に
地
域
防
災
を
け
ん
引
し
ま
す
。

　

ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
る

と
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ

け
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
活
動
す
る
消
防
団
。
市
内

で
は
本
部
と
10
の
分
団
が
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
そ
れ

ら
全
て
を
取
り
仕
切
る
の
が
団

長
の
野
村
政
美
さ
ん
で
す
。

　

野
村
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
４

月
に
地
元
分
団
に
入
団
。
当
時
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
と
は
い
え
、

年
代
が
異
な
る
集
ま
り
に
飛
び

込
ん
で
い
く
こ
と
に
戸
惑
い
が

あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
団
の
活
動
の
中
で
、
多
く
の

人
と
の
出
会
い
、
人
と
の
つ
な

が
り
が
自
分
自
身
を
大
き
く
成

profile
昭和38年１月、成島町に生まれる。昭和
63年に地区消防団に入団。館林鳶

とび

職組合
にも所属し、30代半ばまで、消防隊出初
式では掛け持ちで「はしご乗り演技」を
披露し、会場を盛り上げた。平成27年４
月から館林消防団団長を務める。

消防隊出初式で消防団が分列行進する様子（写真左）
と、はしご乗りを披露する野村さん（写真右）。なお、
平成28年の消防隊出初式は、１月９日㈯に開催予定。

市の伝統的な織物「館林紬」
加盟業者が新作を持ち寄りＰＲ

　館林織物新作求
きゅうひょう

評会が、12月９日に三の丸芸術ホ
ールで開催されました。これは、館林織物連合協同
組合が顧客の反応を見るために毎年行っている新作
発表会で、館林紬

つむぎ

を中心に反物や衣類、バッグなど
の製品を展示。館林紬を使ったネックレス作りも行
われ、訪れたかたは地域伝統の織物に触れました。

柔道を愛する少年少女たちの熱い戦い
市内や近県から38団体4 5 0人が参加

　第35回館林市スポーツ少年団近県交流柔道大会が、12
月６日、城沼総合体育館で開催されました。これは、競
技を通して健全な心身を養おうというもので、近隣の柔
道選手たちが一堂に集結。選手たちは、熱戦を通じて己
の技に磨きをかけるとともに、互いに交流を深めました。

　宇
そ

宙
ら

カフェが、12月７・８日に館林つつじの里ショッ
ピングセンターで行われました。これは、接客を通して
生徒のコミュニケーション能力と就労意欲の向上を図ろ
うと、同校が毎年実施しているもので、店員となった生
徒たちは笑顔で元気よくお客様をもてなしました。

生徒たちが笑顔でおもてなし
館林高等特別支援学校の「宇宙カフェ」

17 広報館林 2016．1．1 16

たすきでつなぐチームの絆
寒風吹き飛ばす力強い走り

　たてばやし駅伝大会が、12月13日、城沼陸上競技場を
発着・中継とする周辺コースで行われました。市内外か
ら3 3 8チーム約2 , 5 0 0人が参加。大勢の観客が見守る中、
選手たちはあいにくの雨をものともせず、力強い走りを
見せました。力走した選手の一人は「疲れましたが、仲
間の絆

きずな

が深まりました」とにっこり。私も練習を積んで、
いずれ参加してみたいなと思いました。　

▪取材担当：広報モニター原
はら

麻
あさ

巳
み

さん
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図書館

科学館

施設
だより

体育館

文化会館・三の丸芸術ホール

資料館

文化会館友の会のご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

第一資料館
（℡74 - 4１11）

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

図書館
（℡74- 2346）

向井千秋記念子ども科学館
（℡75 - 1515）

※参加費は無料です
スポーツ振興課

（城沼総合体育館内　℡74- 2611）

　友の会主催事業や文化会館自主事業のチケットをお得に・有利
に購入できる、文化会館友の会に入会しませんか。
年会費　個人会員：5 0 0円、ファミリー会員：1 , 5 0 0円、団体会
員：5 , 0 0 0円
有効期限　平成29年３月31日㈮
会員特典
①友の会・同館主催事業のチケットを割引で購入できます
　 ■割引額　チケット１枚につき2 0 0円程度
　 ■割引枚数（１事業につき）　 個人会員：１枚、ファミリー会
　　員：５枚、団体会員：会員数まで
②友の会・同館主催事業のチケットを会員優先で購入できます
③友の会・同館主催事業の案内が自宅に郵送されます
※①・②について、一部対象とならない事業もあります
申込み　会費を添えて、直接、同館窓口へ

広報館林

ホ：ホール　展：展示室（1月15日～２月14日）
※平成27年12月15日現在の情報です

１月の施設の休館日（施設名・問合せ）
▪城沼総合体育館　25日㈪・℡74 - 2611
※文化会館大ホール棟は、耐震化などの工事のため７月まで休館

新着＆お勧め本紹介

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

１月16日㈯
綾小路きみまろ　爆笑！エキサイト
ライブビデオ第５集

１月17日㈰

１月20日㈬ 稚
わっかない

内発　学び座　ソーランの歌が聞こえる

２月３日㈬ 家で死ぬということ

２月６日㈯ ハムナプトラ（字幕）

２月７日㈰ ハムナプトラ２（字幕）

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

１月17日㈰ トムとジェリー２

２月７日㈰ レオ・レオニ　５つの作品集、おに
たのぼうし

道
し
る
べ

市
内
に
眠
る

歴
史
と
文
化
の

足
跡
を
訪
ね
て
…

33

　文政８年（1825）の道標で、「竜泉寺江六丁」
とあり、本町にある竜

りゅう

泉
せ ん

寺
じ

への距離を示します。
　正面には、「四国六十四番／伊予国／里前神寺
移／松林寺」とあり、当時の松原村にあった松

しょう

林
り ん

寺
じ

と、四国八十八ヶ所霊場の六十四番目の札
所である前

まえ が み

神寺
じ

（愛媛県）との関わりを今に伝
えてくれます。

四国霊場ゆかりの道標
松原二丁目（嚴島神社境内）

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

映画会で楽しいひとときを

夜間天体観望会「すばるを見よう」
とき　１月９日㈯・23日㈯　午後６時～８時
※雨天・曇天の場合は中止
公開天文台「太陽の黒点・昼間の星の観察」
　太陽の黒点や昼間でも見える星を観察します。
とき　１月10日㈰・24日㈰　午後１時50分～２
時20分
※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
サイエンスショー
「光と色の大実験　パート２」
　光の三原色を楽しく学ぶ実験ショーです。
とき　１月17日㈰　午後１時50分～２時20分
「空気は力持ち　パート２」
　空気や風の性質を楽しく学ぶ実験ショーです。
とき　２月７日㈰　午後１時50分～２時20分
えほんdeかがく「かげであそぼう」
　科学絵本の読み聞かせと、影に関する科学遊
びをします。
とき　２月７日㈰　午後２時30分～３時

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　現在、第一資料館では甲
かっ

冑
ちゅう

や刀剣類を一堂に展示
した「ＴＨＥ武器まつり」を開催中です。
　甲冑は、館林城最後の城主であった秋元家の２代
泰
やすとも

朝が大坂夏の陣で着用したと伝えられる「秋元泰
朝所用具足」（市指定重要文化財・尾曳稲荷神社所蔵）
の他、秋元家臣の家に伝
わった具足など５両を展
示しています。また、「秋
元家コレクション」から、
初代の永

ながとも

朝が作った鐔
つば

や、
泰朝が徳川家康から拝領
した「無

む の

之字
じの

槍
やり

」など、
秋元家伝来の刀剣類を多
数展示しています。
展示期間　２月７日㈰まで
展示解説会（予約不要・参加費無料）　2月 7日㈰
午前11時～11時30分（予定）

　知っていそうで意外と知らない相撲の
よもやま話。この本を読めば、相撲通に
なれて、もっと相撲好きになれます。（一
般書）

伊藤勝治／著　大泉書店
相撲「通」レッスン帖

　聖書にあるバベルの塔を題材にした絵
本。世界中の言葉がまちまちな訳や、言
葉が通じなくても分かり合える方法があ
ることを教えてくれます。（児童書）

佐久間彪／作　かすや昌宏／絵　至光社
バベルの塔

平成28年度館林市文化会館友の会会員募集！

収蔵資料展「ＴＨＥ武器まつり」

とき　３月６日㈰　午前８時30分・旧館林高等技術専門
校（西高根町）集合　正午解散（予定）
※雨天決行、荒天中止
ところ　夕

ゆう

陽
ひ

の小
こ

径
みち

（日向町）他
内容・コース
■ウオーキング　夕陽の小径周辺（約８㎞）
■親子（幼児）レク＆ウオーク　館林美術館周辺（約３㎞）
■ジョギング　夕陽の小径（約６㎞）
※�専門講師による運動前後のストレッチ及びウオーキン
グの指導なども行います
参加費　無料
持参する物　飲み物、雨具
申込み　１月15日㈮から２月15日㈪までに、スポーツ振
興課振興係（城沼総合体育館内　℡74 - 2611）、又は多々
良公民館（℡74 - 9174）へ
※小学３年生以下は保護者同伴
※当日も受け付けますが、事前申し込みにご協力ください
問合せ　同振興係

夕陽の小径ふれあいウオーク＆多々良地区歩け歩け大会

とき 会場 催し物

１
月

16日㈯・
17日㈰

展

群馬県教職員組合作品展

22日㈮・
23日㈯ 菱馬テクニカ展示会

29日㈮・
30日㈯

群馬県立館林特別支援学
校合同作品展

31日㈰ ホ 館林市民オーケストラコ
ンサート

２
月

６日㈯ ホ 館林邑楽医療フォーラム
７日㈰ 展 館林市写真公募展公開審査

11日㈷
ホ

群馬県高等学校吟詠剣詩
舞発表大会

13日㈯ ハートフルコンサート
14日㈰ 郷土芸能発表大会
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Health
   and
Child care

健 康 と
子 育 て

子育て相談
月～金曜日　午前９時30分～午後

　４時30分
※聖ルカ・ももの木保育園は午前９
　時30分～午後１時、午後２時30分
　～５時

・ 各地域子育て支援センター
■ 長良保育園内（℡72 ‒ 2118）
■ 美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■ 聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
※公・私立保育園、児童館でも相談可
家庭児童相談

月～金曜日　午前９時～正午、午
　後１時～５時

・ こども福祉課（内線6 6 5）
婦人・母子相談

月～金曜日　午前９時～正午、午
　後１時～４時

・ こども福祉課（内線6 7 1 ）
子ども相談（来所相談は予約制）

■電話相談　月～土曜日　午前９時
～正午、午後１時～５時（土曜日
は午前中のみ）

■メール相談　随時受付
市民センター　
子ども相談室（℡73 ‒ 4152　　se

　ishonen@city.tatebayashi.gun
　ma.jp）
家庭教育相談

５日㈮・19日㈮　午後１時30分～
　４時

城沼公民館
生涯学習課 （内線2 2 4 ）

子育てこころの相談（予約制）
８日㈪　午前９時～11時
・ 館林保健福祉事務所保健係（℡

　72 ‒ 3230）

リフレッシュヨガ
とき　２月12日㈮　午前10時30分～
11時30分
ところ　大島公民館
対象　市内在住の２歳以上の幼児と
保護者
定員　10組（先着順）
内容　親子でできる簡単なヨガを体
験します
講師　阿

あ

部
べ

由
ゆ

紀
き

子
こ

さん（ヨガインス
トラクター）
持参する物　ヨガマット又はバスタ
オル、飲み物
申込み　１月14日㈭の午前９時から、
長良保育園地域子育て支援センターへ

子育ての基本「あいうえお」
とき　２月22日㈪　午前10時30分～
11時30分
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２月の相談子育て支援センター 地域子育て支援センターは、子育てに関する情報交換や、親子そろって友達づくりをす
る場です。子育てに悩んでいるかたは、ぜひ遊びに来てみてください♪

児童センター ℡73 – 1522
【今月の遊び】紙鉄砲つくり 10：00 ～ 17：00

乳
ふれあい遊び・子育て相談など

４日㈭

11：00 ～ 11：30
25日㈭

でんでん太鼓つくり
９日㈫
26日㈮

小

サーキットタイムレースⅡ ６日㈯

15：30 ～ 16：30
みんなで凧上げ 13日㈯
いろいろな動物を作ろう！ 19日㈮
みんなでしっぽとりゲームⅡ 27日㈯

西児童館 ℡75 – 4311
【今月の遊び】なわとび 10：00 ～ 17：00

乳
節分シアター ３日㈬

11：00 ～ 11：30
おひな様製作 17日㈬

小
サークルジャンプⅠ ３日㈬

15：30 ～ 16：30
サークルジャンプⅡ 19日㈮

２月の児童館だより 対象　乳…乳幼児　小…小学生

※ とき、 ところ、 問合せ。平日は祝日を除く

ストレス・こころの相談（予約制）
３日㈬・17日㈬　午後１時30分～

　３時
ふれあい相談会（神経難病生活支援
相談会）（予約制）

10日㈬　午後１時15分～３時30分
エイズ相談（予約制）

２日㈫・９日㈫・16日㈫・23日㈫
　午前９時～10時
※ ・ いずれも館林保健福祉事務
　所保健係（℡72 ‒ 3230）
こころの健康相談（予約制）

４日㈭　午後１時30分～３時
総合福祉センター
社会福祉課（内線6 7 3 ）

高齢者の介護・福祉相談
月～土曜日　午前８時30分～午後

　５時30分
・ 各高齢者あんしん相談センター

▪クローバー荘（℡77 ‒ 1165）
▪新橋 （℡75 ‒ 3013）
▪東毛光生園 （℡72 ‒ 2060）

月～金曜日　午前８時30分～午後
　５時15分

・ 高齢者あんしん相談センター
　社会福祉協議会（℡60 ‒ 5670）
高齢者あんしん相談センター出張相談
▪クローバー荘

火曜日　午前10時～正午（祝日を
除く）
老人福祉センター
高齢者あんしん相談センタークロ

　ーバー荘（℡77 ‒ 1165）
▪社会福祉協議会

12日㈮・26日㈮　
　午前10時～11時
　 30分

赤羽公民館
高齢者あんしん相談センター社会

　福祉協議会（℡60 ‒ 5670）
医療・介護・福祉相談（予約制）

月～金曜日　午前８時30分～午後
　５時15分

・ 館林厚生病院地域連携室 （℡
　72 ‒ 3140）
障がい者（児）歯科診療（予約制）

火・木・金曜日　午前９時～正午、
　午後２時～５時

・ 館林邑楽歯科保健医療センタ
ー（℡73 ‒ 8818）

健康相談

休館日　月曜日と２月12日㈮。ただし、多々良公民館児童室は日曜日と２月29日㈪

赤羽児童館 ℡72 – 4155

【今月の遊び】おひな様作り 10：00 ～ 17：00

乳

おひな様作り ４日㈭

11：00 ～ 11：30絵本の読み聞かせ 10日㈬

人形劇（劇団つくしんぼ） 25日㈭

小
おひな様作り ４日㈭

15：30 ～ 16：30
ハンターゲーム 25日㈭

多々良公民館児童室 ℡74 – 9223

【今月の遊び】おひな様作り 10：00 ～ 17：00

小 季節の制作 ５日㈮ 15：30 ～ 16：30

受付時間
■月～土曜日　午後６時～
　翌午前８時
■日曜日、祝日、年末年始
　午前８時～翌午前８時
電話番号　短縮番号♯8000
※通話料は利用者負担
※携帯電話からも利用可能

内容　夜間や休日の急病の
対応について、家庭ででき
る対処法などの無料相談
※病気の診断・治療をする
　ものではありません
※明らかに緊急を要する場
　合は、1 1 9番を利用して
　ください

小児救急
電話相談

☎県医務課（℡
0 2 7 ー 2 2 6 ー
2534）

問合せ
各地域子育て支援センター
■ 長良保育園内（℡72 ‒ 2118）
■ 美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■ 聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
※いずれも参加費は無料です

とき　２月19日㈮　午前10時～11時
30分
ところ　長良保育園
対象　妊婦さん
※里帰り中のか
　たやファース
　トママ （子ど
　もが生後４か
　月まで）も参
　加できます
定員　10組（先
着順）
内容　ベビー帽子
作り、絵本の紹介
と読み聞かせ、手作りおもちゃの紹
介、交流会
申込み　１月14日㈭の午前９時から、
美園保育園地域子育て支援センターへ

ところ　聖ル
カ保育園（大
街道三丁目）
対象　市内在
住の０～２歳
児と保護者
定員　20組（先着順）
内容　楽しく子育てをする方法を学
びます
講師　横

よこ

山
やま

由
ゆ

美
み

子
こ

さん（ＮＰＯ法人
ぴよぴよの会代表）
申込み　１月14日㈭の午前９時から、
聖ルカ保育園地域子育て支援センタ
ーへ
３Ｂ親子体操
とき　２月26日㈮　午前10時30分～
11時30分
ところ　城沼公民館
対象　市内在住の１歳以上の幼児と
保護者
定員　10組（先着順）
内容　ボール・ベル・ベルダーの３
つの道具を使って、体を動かします
講師　佐

さ

俣
また

陽
よう

子
こ

さん（３Ｂ体操公認
指導士）
持参する物　飲み物
申込み　１月14日㈭の午前９時から、
長良保育園地域子育て支援センターへ

たぬきサロン

子育て講座

問合せ　健康推進課（℡ 74 ‒ 5155）
※高齢者あんしん相談センター職員
　による相談は介護高齢課地域支援
　係（内線6 7 5）

２月の健診・相談

子育て相談

乳幼児健診
名称 とき 対象

４か月児 26日㈮ Ｈ27．10月生
10か月児 24日㈬ Ｈ27．４月生
１歳６か月児 16日㈫ Ｈ26．７月生
２歳児歯科 23日㈫ Ｈ26．２月生
３歳児 17日㈬ Ｈ24．12月生

時間　午後０時45分～１時30分
ところ　保健センター

母乳育児相談
とき 対象

８日㈪ １歳未満児と保護者

時間　午前９時30分～11時
ところ　保健センター

保健師・栄養士・高齢者あんしん相
談センター職員の健康相談

とき ところ
４日㈭ 三 野 谷 公 民 館

15日㈪ 中 部 公 民 館

17日㈬ 郷 谷 公 民 館

19日㈮ 多 々 良 公 民 館

25日㈭ 赤 羽 公 民 館

26日㈮ 六 郷 公 民 館

時間　午前９時30分～11時

相談内容
病気や生活習慣、妊娠、
出産、子育て、介護など

持参する物
乳幼児は、母子健康手帳
40歳以上は、健康手帳



12月８日、市寿連合会による秋の
ボランティア奉仕活動が市役所で
行われ、22人の参加者が、敷地内
や周辺道路に積もった落ち葉など
をきれいに清掃しました。

222016．1．1

12月３日、医師によるロコモ（運

動器症候群）予防の講演会が保健

センターで行われました。参加者

は、運動習慣のたいせつさや予防

に効果的な運動方法を学びました。
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渋
しぶ

沢
さわ

こなつちゃん（上三林町）
こなつちゃんはどんな子？
ちょっぴり恥ずかしがりや。おうちでは
元気に歌ったりお話ししたりしています。
パパとママからこなつちゃんへメッセージ
元気で健康に育ってね。これからもっと
たくさんのお友達ができるといいね！

Vol.77

※変更になる場合がありますので、必ず電話で確認してから受診してください
※時間外・夜間などは受診できる病院などを紹介します。　救急テレホンサービス（℡73 ‒ 5699）へ

診療時間　午前９時～午後５時休日当番医のお知らせ

竹炭の湯
26日㈫　午前11時～午後

　６時　
つつじが岡パークイン

※入浴料4 2 0円
※お茶の無料サービスがあ
　ります

かごめ六斎市
　13日㈯・27日㈯　午前９
　時30分～午後１時

かごめ通り商店街
尾曳稲荷骨董市

20日㈯　午前７時～午後
　４時頃

尾曳稲荷神社
茂林寺フリーマーケット

20日㈯　午前10時～
※売り切れしだい終了

茂林寺商店街
下町夜市
　20日㈯　午後６時～９時
　下町通り商店街

２月の催し物１月の風呂の日

まちの情報

２月

耳　鼻　科 歯　　科

7日　川田耳鼻科（仲町　℡72‒ 3314）
21日　川村耳鼻科（新宿一丁目　℡72‒ 1337）

 診療時間
 午前９時～午後１時

 館林邑楽歯科保健医療センター
  （苗木町2622 ‒ １ 　℡73 ‒ 8818）
 診療時間　午前９時～正午、午後１時～３時

■ 健康・医療・介護・育児・
　メンタルヘルスの相談
■ 医療機関情報の提供など

フリーダイヤル

たてばやし健康ダイヤル

夜間
夜間急病診療所（内科・小児科）
新栄町1844 ‒　３　℡73 ‒ 2313
診療時間　午後７時～10時
（日曜日、祝日、年末年始を
除く）
緊急時
館林厚生病院
 成島町 2 6 2 ‒ 　１　℡72 ‒ 3140
※電話で確認後、受診
※日曜日や祝日も内科・外科
　は行っています（急患のみ）

～困ったときは～

12月５日、たてばやし光のページ

ェント点灯式が館林駅前ロータリ

ーで行われました。夜の町並みを

色鮮やかに彩るイルミネーション

は、１月29日まで楽しめます。

市史編さんセンター
（℡76 ─ 7651）

三の丸土橋門の脇に建つ秋元志朝頌徳碑（高さ
４．７ｍ）。左下に毛利元徳の名が刻まれている

　

館
林
城
三
の
丸
跡
（
城
町
）
に
１

２
０
年
前
の
明
治
29
年
（
１
８
９
６
）

に
建
て
ら
れ
た
「
秋あ

き

元も
と

志ゆ
き

朝と
も

頌し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

」

が
あ
り
ま
す
。
幕
末
に
館
林
藩
主
と

な
っ
た
秋
元
家
10
代
の
志
朝
の
功
績

を
記
し
た
も
の
で
す
が
、
碑
の
題
字

　
（
篆て

ん

額が
く

）
を
書
い
た
の
が
元
長
州
藩

主
毛も

う

利り

元も
と

徳の
り

で
し
た
。

　

昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
初
代
群
馬

県
令
に
な
っ
た
楫か

取と
り

素も
と

彦ひ
こ

が
注
目
を

浴
び
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
長
州
藩

（
山
口
県
萩
市
）
の
出
身
で
し
た
。

長
州
藩
は
館
林
藩
主
秋
元
家
と
も
ゆ

か
り
が
あ
り
、
秋
元
志
朝
は
長
州
藩

の
支
藩
徳
山
（
山
口
県
周
南
市
）
藩

主
毛も

う

利り

広ひ
ろ

鎮し
げ

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、

母
の
実
家
で
あ
る
秋
元
家
の
養
子
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
弟
が
元
徳
で
、

長
州
藩
主
毛
利
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
縁
か
ら
、
幕
末
の
攘

じ
ょ
う

夷い

運

動
が
激
化
す
る
中
、
江
戸
幕
府
と
長

州
藩
が
対
立
し
た
際
に
、
館
林
藩
は

幕
府
と
長
州
と
の
間
を
取
り
持
ち
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
原
因
で
志
朝

は
隠
居
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

志
朝
は
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）

に
亡
く
な
り
、
そ
の
20
年
後
に
石
碑

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
弟
の
毛
利
元

徳
は
、
明
治
維
新
後
は
第
十
五
国
立

銀
行
の
頭
取
な
ど
を
務
め
、
志
朝
の

碑
の
建
立
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　

志
朝
の
後
、
秋
元
家
は
礼ひ

ろ

朝と
も

、
興お

き

朝と
も

と
続
き
、
13
代
目
春は

る

朝と
も

も
ま
た
毛

利
家
か
ら
養
子
に
来
ま
し
た
。
元
徳

夫
人
の
毛も

う

利り

安や
す

子こ

は
春
朝
の
叔
母
に

も
あ
た
り
ま
す
。
春
朝
は
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
館
林
町
に
秋
元
文
庫

を
寄
付
す
る
な
ど
、
町
の
発
展
に
貢

献
し
ま
し
た
。今
年
刊
行
予
定
の『
館

林
市
史
通
史
編
２
』
で
は
、
秋
元
家

の
歴
史
も
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

内　　　科 外　　科

７日
ま り レ デ ィ ス

木戸町
℡ 76‒7775

星 野 こ ど も
楠町（小児科のみ）

℡ 70‒7200

竹 越 医 院
明和町新里
℡ 84‒3137

た な か 医 院
大泉町住吉
℡ 62‒2881

館 林 医 院
西本町

℡ 74‒2112

11日
さ く ま 内 科

花山町
℡ 55‒2500

多 々 良 診 療 所
西高根町

℡ 72‒3060

田 沼 内 科
邑楽町中野
℡ 88‒7522

蜂 谷 病 院
大泉町朝日
℡ 63‒0888

堀 井 乳 腺 外 科
北成島町

℡ 55‒2100

14日
土 井 レ デ ィ ス

苗木町
℡ 72‒8841

長谷川クリニック
松原二丁目
℡ 80‒3311

藤 原 医 院
邑楽町明野
℡ 88‒7797

福 田 ペ イ ン
明和町大佐貫
℡ 84‒1233

田 沼 整 形 外 科
邑楽町中野
℡ 88‒9223

21日
森 下 内 科 医 院

花山町
℡ 73‒7776

菅 沼 医 院
大手町

℡ 72‒9090

増 田 医 院
板倉町板倉
℡ 82‒2255

富士クリニック
大泉町富士
℡ 20‒１97１

真 中 医 院
本町三丁目
℡ 72‒1630

28日
ご が 内 科

栄町
℡ 73‒7587

神 尾 内 科 医 院
緑町一丁目
℡ 75‒1288

益 田 小 児 科
大泉町朝日（小児科のみ）

℡ 62‒5535

ましも内科胃腸科
大泉町城之内
℡ 62‒2025

高 木 整 形 外 科
大泉町いずみ（午前のみ）

℡ 62‒6611

134回

秋
元
家
と
毛
利
家

市
史
編
さ
ん
セ
ン
タ
ー
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広報館林２月１日号は２月１日㈪に発行します

school lunch
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館林ぽんぽこＢＴＣ

　１月21日㈭の午後１時30分から向井千
秋記念子ども科学館で行います。傍聴を
希望するかたは当日会場へお越しくださ
い。（団体の場合は事前申し込みが必要）
定員　15人（先着順）
問合せ　教育総務課総括係（内線2 1 8）

○表紙の写真
　12月10日に行わ
れた西幼稚園「も
ちつき会」。子ども
たちは、「ヨイショ
～！」とみんなで
掛け声をかけ合い
ながら、元気に餅
をつきました。

献立　№65

混ぜご飯の中でも人気のあるこぎつねご飯。キツネの好物といわれている油揚
げがたっぷり入っています。油揚げと鶏ひき肉のうま味、そして甘めの味付け
が食欲をそそります。給食では具として提供していますが、ご家庭ではぜひご
飯に混ぜてお召し上がりください。

こぎつねご飯の具
一人前当たり112kcal
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ュ
し
ま
せ
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か
。
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材　料（４人分）
▪鶏ひき肉
▪油揚げ
▪おろしショウガ
▪ニンジン（イチョウ切り）
▪ゴボウ（小口切り）
▪干しシイタケ（水で戻し千切り）
 【調味料】
▪砂糖
▪しょうゆ
▪みりん
▪油
▪だし汁

1 0 0 ｇ
２枚
小１
５㎝

1 / 4 本
２個

大 1 . 5 弱
大１強

　小 2/3
　小 1/3

大２

作り方
①油揚げは油抜きをし、細めの短冊切りに
　する
②鍋に油を引き、おろしショウガ、鶏ひき
　肉を入れ、いためる
③火が通ったらニンジン、ゴボウ、干しシ
　イタケ、だし汁を入れる
④野菜が軟らかくなったら、油揚げを入れ、
　調味料を加えて、味が染み込むまで煮た
　ら出来上がり！
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